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1．はじめに

沖縄県はシロアリの生息に良好な環境であり、その被害が多い地域であることから、木

材の活用を図るには、木材の耐嶬性向上は重要である。

また、沖縄県産木材の中で、蓄積量の多いリュウキュウマツ(Pinusluchensis"Jzz)、

イジュ(sch加awwa"ich"XbrthaIs"ukuensisBJoe"b)､イタジィ(CBstanqpsissieboldii

"tusi"a)の高度利用を図るにも耐蟻性研究は必須の課題となる。

そこで、本研究では、上記3樹種の耐嶬性とそれぞれに、低分子フェノール系木材保存

剤料を含浸処理した場合と、銅・アリゾール系木材保存剤を含浸処理した場合の屋外耐蟻

性試験を実施した。

2．試験方法

JISK 1571 :2010「木材保存剤一性能基準及びその試験方法」の5.3.2野外試験に準じ

て試験を実施した。

試験に供した樹種はリュウキュウマツ、イジュ、イタジイの3樹種である。試験杭は樹

齢35年～45年の辺材部を二方柾で木取りし、木口面30mm×30mm、長さ350mとし、各面

をかんな仕上げした。更に、一端を約50m削り杭状とした。

処理薬剤は低分子フェノール木材保存剤料（商品名：エコアコールラメチロールフェノ

ールモノマーを主剤とした木材保存剤料（防腐、防蟻） 、九州木材工業株式会社、以下低

分子フェノール） 、銅・アリゾール系加圧処理用木材保存剤（防腐、防蟻） （商品名：タ

ナリス、九州木材工業株式会社、以下銅・ア

リゾール系保存剤）の2種類の薬剤を使用し

た。

試験杭への注入処理は、 2種類とも九州木

材工業において減圧60Torr30分､加圧1Mpa2

時間の減圧加圧注入処理をした。低分子フェ

ノールは熱硬化樹脂であるので、熱硬化処理

については森林資源研究センターで実施し

た。硬化方法は注入処理杭を十分に乾かした

後、 140℃で15分間加熱処理した。
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試験個数は無処理試験杭及び薬剤処理杭とも1試験につき繰り返し個数を5とした。

試験地は①名護市大中（旧沖縄県森林資源研究センター、以下旧森研セ） 、②国頭村字

浜の国道58号線脇リュウキュウマツ樹林帯（以下国頭村浜） 、③今帰仁村字呉我山（以下

嵐山） 、④名護市字名護（沖縄県農業研究センター名護支所内、以下農研セ名） 、⑤名護

市久志福地原（以下南明治山）の5カ所で行った。

表1に試験地の土性を示す。表層の状態から水はけ順位を判断すると1嵐山、 2旧森林

セ、 3国頭浜、 4農研セ名、 5南明治山の順となる。

試験方法は､各試験杭が間隔300mで格子状に配置し、深さ300mまで地下に埋め込み、

試験期間は平成23年12月～25年12月の2年間とした。

食害の判定は1年経過ごとに、試験杭を抜き取り、表面の土壌を取り除いて地中部分の

状態を表2の基準で評価し、結果は①～④の計算式で求めた。

表1試験地の土性、 PHと士性から推察される水はけの順位

表2食害度の判定 薬剤注入量

U :薬液注入量(Kg/m3)

rnl :注入直後の試験杭質量(g)

nlO :注入処理前の試験杭質量(g)

V :試験杭体積(Cm3)

皿×｜
ｖ

Ｏ印ｍ
－
－Ｕ ①

平均食害度

F :平均食害度

S :試験杭の食害の合計値

’
５

ｓ
一
一Ｆ ②

N
P==－×100

5

③食害発生率

P :食害発生率(%)

N :食害された試験杭の個数
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試験地 土性 PH 水はけ

順位

備考

①旧森研セ 国頭マージ由来の造成地上の堅果状構造、粒状構造が見られる壌土 6.4 2 造成林地

②国頭村浜 国頭マージ由来の造成地上の堅果状構造 6.0 3 海岸植栽地

③嵐 山 国頭マージ由来の赤色土壌の粒状構造の発達した埴土 4.7 1 山林

④農研セ名 国頭マージ由来の磯混じりの造成地埴壊土 6.2 4 畑跡地

⑤南明治山 灰白化赤黄色土壌上の固結したシルト質土壌 5.2 5 山林

食害度 観 察

0 健全

10 表面の一部に浅い食害

30 表面の一部に内部までの食害

50 内部の広い範囲に食害

100 食害によって形が崩れる



P
I=F×－

100
④食害指数

3．結果及び考察

薬剤注入は九州木材工業株式会社にて処理された結果を表－3に示す。 （低分子フェノー

ルの濃度は10％、銅・アリゾール系保存剤は3.3％である。 ）注入量は樹種によって大き

く差があり、低分子フェノールではリュウキュウマツ、銅・アリゾール系保存剤ではイジ

ュの注入量がもっと多く、また両薬剤ともイタジイでの注入量が低かった。薬液は低分子

フェノールが銅・アリゾール系保存剤より注入量が多い。

各試験地はイエシロアリの生息地で、木材がしろありによって一年以上食害されている

ことが確認されたので、各試験区とも有効であると判断した。本試験における無処理試験

杭についての平均食害度、食害発生率、食害指数を表－4に示す。無処理試験杭はイタジイ

がリュウキュウマツやイジュに比べ食害指数が小さくなっている。また、イジュはリュウ

キュウマツと同等の耐蟻性を示したが、これは辺材が多く含まれているためと思われた。

この結果は「奄美産木材の野外杭打試験による防蟻性能評価」2)の笠利試験地での設置後2

年経過したリュウキュウマツの被害度が90、イジュが85、イタジイが42と同様の結果で

あった。

低分子フェノール保存剤料処理試験杭の平均食害度､食害発生率､食害指数を表－5に示

す。試験地の違いにより食害指数に差がみられ、農研セ名での食害が最も大きく、次いで

南明治山、嵐山の順となり、旧森研セ、国頭村浜で食害が小さかった。低分子フェノール

保存剤料の特性として、九州木材工業株式会社の野外試験によると、薬剤の効果は試験地

の士壌透水性と関係しているとされているが、本研究においては、透水性のとの関連は明

らかでなく、むしろ試験地のシロアリの活性が関連していると考えた。

銅･アリゾール系木材保存剤処理杭の平均食害度､食害発生率､食害指数を表－6に示す。

処理されたいずれの樹種でも食害指数が小さく耐蟻性が大きく向上していることが示され

た。一方で、嵐山においてのみいずれの樹種もすべての試験材（繰り返し個数5個とも）

で食害されていた。

銅･アリゾール系木材保存剤処理と低分子フェノール木材保存剤料の3樹種に対する耐

蟻性の効果を比較すると、両処理とも3樹種の耐蟻性は改善されるが、薬剤の注入量が少

ない銅・アリゾール系木材保存剤処理が優れていた。

木材保存剤の性能の判断するために耐蟻性試験2年後の全試験地の平均食害指数を4

つに区分し表－7に示す。無処理では耐蟻性の小さいリュウキュウマツやイジュも銅・アリ

ゾール木材保存剤の注入処理によって食害指数が10％以下で明らかな耐蟻性の向上が見

られ基準を満たしている。また、フェノール木材保存剤料による処理も耐蟻性の向上は示

されたが基準を満たしているのはイタジイのみであった。

4．まとめ

リュウキュウマツ、イタジイ、イジュに銅・アリゾール系木材保存剤、低分子フェノー

ル木材保存剤料の注入処理し、野外試験を行い以下の結果を得た。

1)薬液注入は、 リュウキュウマツ、イジュに比べて、イタジイは注入しにくい。逆にリュ
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ウキュウマツ、イジュは注入しやすい。

2)本試験のイタジイの無処理試験杭が高い耐蟻性を示した。

3)銅･アリゾール系木材保存剤による処理はすべての樹種に対して良好な耐蟻性を示した。

4)低分子フェノール木材保存剤料は耐蟻性よいとの報告3)もあるので、試験地によっては

若干の食害を受けているが、使用目的や用途を定めた条件を設定し、濃度や注入量など

の項目を盛り込んだ再試験を実施する必要がある。
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表－3薬液注入量(Kg/m3)

表－4無処理材の平均食害度、食害発生率、食害指数
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リュウキュウマツ イジュ イタジイ

低分子フェノール 564.5 492.0 265.5

銅・アリゾール系保存剤 345.0 396.5 224.5

樹種 リュウキュウマツ イジュ イタジイ

試験

地

平均

食害度

食害

発生率

食害

指数

平均

食害度

食害

発生率

食害

指数

平均食

害度

食害発

生率

食害

指数

旧森

研セ

1年目

2年目

50.0

72.0

100.0

100.0

50.0

72.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100．0

100.0

8.0

18.0

80.0

100.0

6.4

18．0

国頭

村浜

1年目

2年目

32.0

62.0

100.0

100.0

32.0

62.0

44.0

90.0

100.0

100.0

44.0

90.0

4.0

8.0

40.0

80.0

1.6

6.4

嵐山 1年目

2年目

34.0

66.0

100.0

100.0

34.0

66.0

48.0

80.0

100.0

100.0

48.0

80.0

16．0

42.0

80.0

100.0

12.8

42.0

農研

セ名

1年目

2年目

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100．0

10．0

42.0

100.0

100.0

10．0

42.0

10.0

18.0

100.0

100.0

10.0

18.0

南明

治山

1年目

2年目

48.0

100.0

100.0

100.0

48.0

100.0

62.0

100.0

80.0

100.0

49.6

100.0

8.0

14.0

80.0

100.0

6.4

14．0

平均

値

1年目

2年目

52.8

80.0

100.0

100.0

52.0

80.0

52.8

82.4

96.0

100.0

50.0

82.0

9.6

20.0

76.0

96.0

7.4

19.7



表－5低分子フェノール保存剤料処理の平均食害度、食害発生率、食害指数

表－6銅・アリゾール系保存剤処理の平均食害度、食害発生率、食害指数

表－7耐蟻性試験2年目の全試験地平均食害指数

一
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樹種 リュウキュウマツ イジュ イタジイ

試験

地

平均

食害度

食害

発生率

食害

指数

平均

食害度

食害

発生率

食害

指数

平均

食害度

食害

発生率

食害

指数

旧森

研セ

1年目

2年目

4．0

6.0

20.0

20.0

0．8

1.2

0.0

2.0

0.0

20.0

0．0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

国頭

村浜

1年目

2年目

0．0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.0

6.0

20.0

20.0

1.2

1.2

嵐山 1年目

2年目

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

26.0

0．0．

100.0

0.0

26.0

0．0

0.0

0．0

0.0

0.0

0．0

農研

セ名

1年目

2年目

50.0

50.0

100.0

100.0

50.0

50.0

46.0

46.0

100.0

100.0

46.0

46.0

6.0

28.0

20.0

80.0

1.2

22.4

南明

治山

1年目

2年目

10．0

12.0

20.0

40.0

2.0

4.8

18.0

18.0

60.0

60.0

10.8

10.8

16.0

26.0

40.0

60.0

6.4

15.6

平均

値

1年目

2年目

12.8

13.2

28.0

32.0

11.8

10.6

12.8

18.4

32.0

32.0

11.4

16.6

5.6

12.0

16.0

32.0

1.8

7.8

樹種 リュウキュウマツ イジュ イタジイ

試験

地

平均

食害度

食害

発生率

食害

指数

平均

食害度

食害

発生率

食害

指数

平均

食害度

食害

発生率

食害

指数

旧森

研セ

1年目

2年目

0.0

0.0

0．0

0．0

0.0

0.0

0.0

0.0

0．0

0．0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

頭
浜

国
村

1年目

2年目

0.0

0.0

0.0

0．0

0．0

0.0

0.0

0.0

0．0

0．0

0.0

0.0

0.0

0．0

0.0

0.0

0.0

0.0

嵐山 1年目

2年目

0.0

10.0

0.0

100.0

0．0

10.0

0．0

26.0

0.0

100.0

0.0

26.0

0.0

6.0

0．0

60.0

0.0

3.6

農研

セ名

1年目

2年目

0.0

0.0

0.0

0．0

0.0

0.0

0.0

0．0

0．0

0．0

0.0

0.0

0．0

14.0

0.0

40.0

0.0

1.6

南明

治山

1年目

2年目

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0．0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

平均

値

1年目

2年目

0.0

2.0

0.0

20.0

0.0

2.0

0．0

5.2

0．0

20.0

0.0

5.2

0.0

4.0

0.0

20.0

0.0

1.0
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